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《博士論文要旨および審査報告》
吉田雅雄　『源氏物語』宇治十帖論
-　学位請求論文　-
-　論文要旨　　　　　　　　　　吉雅雄本稿では六つの章に大別して宇治十帖の構造を中心に論
じてきた｡
宇治十帖の主人公は薫である｡薫よりも宇治の女君たち
の方により重い主題を見る向きはある｡たしかにそうも読め､また読むことも必要である｡『源氏物語』　正編の研究においても'個々の女君に着目し､人物論や構造 ら見た女君の役割など､多角的に論じられ'成果をあげている｡しかしそれも'まず主人公源氏の物語を読み､その の中で女君をどう読むことができるか'という枠組があるからこそ必要とされてくるように思う｡宇治十帖とて同じである｡まず薫を主人公とし ､薫の物語を明らかにするべきだろう 従来の研究はその点を置き去 にした格好で'大君物語･中の君物語･浮舟物語 読解に偏重していた観
がある｡薫物語が立ち遅れている観は否めない｡先学による見解を紡ぎつつ､薫物語を意識的に読もうと試みた｡
第一章は主人公薫の人物像を整理した｡薫はもともと　｢きよら｣な子供であった｡それが青少年
期になると　｢きよげ｣　になってしまうということは､薫の
｢きよら｣は内面から溢れ出る魅力に支えられていたこと
を示していよう　(もう一度生まれ変わるとすれば外見の
｢きよら｣も具わったのではないか)｡薫のもっていた本
来の　｢きよら｣が潜行してしまったのである｡
原因は出生の疑惑である｡また母子関係､ひいては人間
関係がうまく築けなかったことに求められよう｡薫は､周囲を信頼して甘えることを知らずに育ったことが想像される｡それは自分を守るためであった｡誰からも非難を浴びないよう気を配るようになる｡自分を取りまく世界と｢和解｣することなく､年齢と不相応に老成す ｡自分をとりまく世界を味方だと感じ､自分の情動 他者と徐々 ほど
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よい距離感をつかんでいくあり方とは違う｡いわゆる　｢よい子｣なのである｡
第二章では薫の身に具わった体香について論じた｡典拠
を求めるとすれば､これは『維摩経』が述べるところの｢香飯｣ 食べた状態にあたる｡｢香飯｣　は己の内に煩悩があるうちは消化せず､体香が収まることがないという｡物語の面からみると､薫は｢香飯-仏教｣を自己の中に取り込み芳香を発し､主人公らしい超人的資質 示すことになる｡体香は薫の主人公性を保証するものとなる｡
もっとも､仏教に親しめば誰しもがそうなるわけではな
-､薫は　(出家者はともか-として)　常人 何倍も､若い時から勤行しているこ ｡そんな薫が煩悩多き青少年期を迎えたこと｡年不相応に老成 ている分'我執が陶冶されず強く残留している可能性があること｡また薫を｢きよら｣と見せていた魅力 (その多くは　｢色好み｣か)　を仏教では　｢煩悩｣として照らし出しているのかもしれな ｡
第三章では宇治十帖と橋姫説話の関係を考察した｡薫､
それに後か 匂宮も異郷･宇治に行く｡宇治以外にも同じように川があり橋がかかる場所はあ が､宇治でなければならなかった理由には'当地の橋姫説話 関連している｡うじのわけいらつこ菟道椎郎子の説話とも合わせてみると､ が訪れた 八の宮は橋姫　(大君･中の君)　の夫 いうこと なる
まろ.つと
終始｢客人｣　であるが､宇治世界 主宰者･八の宮になり
かわって橋姫の夫の地位におさまろうとする｡しかし大君はそれに服さず圧服の形として死が構えられた｡そ て京-宇治体制を確立するために'新たな女君浮舟が要請されてくる｡
第四章では薫の俗物性と大君との関わりを考察した｡八
の宮に替って橋姫を所有したが､大君と薫の長い対話が続く｡あまり進展しないながらも対話 ともかくも続-ことに意義を見出す論もあるが､もどかしい感じは残る｡大君による｢結婚拒否｣　に至る思考 は薫の人間像が大き 影響している｡薫は大君に恋をし がらも､大君が薫 正式な結婚をし妾となる可能性があるうち すなわち八 宮存命中はおくびにも出さなかった｡恋情を打ち明け'拒否されるや時期尚早とみて'次の機会を待っている｡その間､物質的援助等の気配り心配り 欠かさない 薫の内面にち至ってみると'自己保身ゆえの気配りが' だいに相手を黙らせ従わせ 手段と も有効で ることに気づきつつあるようだ｡
当初薫は大君を重く扱おうとしなかったようであるし､
大君もそれ 感じたであろう｡出家に際 ての　｢ だし｣となるからで る｡薫の中では召人的な待遇から､かつて光源氏が幼い若紫 養い､妾として過したよう '大君扱いも妾としてのものへと変化していったようである｡しかし大君に伝わ べ- ない｡
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他人がどう思うかと心痛める大君は'薫と精神的に似る｡
自分が薫といっしょになるよりは､と妹中の君を薫にすすめる｡常識も具え気配りも欠かさない理想的な人物 を現世にひき止め､薫の妾としての地位を築くには中の君の美貌と人の良さが必要 判断 たのであろう｡没落した宮家の体面を保つための八の宮家の生き残り戦略であった｡
結果からみれば大君のとった戦略は裏切られ続け､死に
至る｡薫は大君の死によって'これまで自分が名も 召人たちにさせてきた思いと同類の思いをすることになる｡
第五章は薫の聖性の顕現とその推移をまとめる｡宇治は
物語内の政治面でも､薫の聖性の面で 重要となる｡まず政治的な面では都の貴顕の誰もが聾にしたがっている匂宮を､薫が聾取るか となったことである｡宇治中 君を匂宮へと縁づけた 薫であ ｡今上帝 とっては初めての男児の孫にも恵まれ､世をあげ 祝われた｡
薫は右大将兼権大納言に昇進し､今上帝女二の宮とも結
婚する｡一方､薫は大君とよく似た異母妹 浮舟を宇治に据えている｡これは天皇の理想的な結婚形態とされる皇女と采女をもつ形を模倣している｡
薫は正妻女二の宮に浮舟引き取りを了承させる｡話を通
すべきは通し､己の生活圏の拡充をはかっている｡
しかしその間にも浮舟のもとへ匂宮が通っていた｡住吉
明神の御加護で誕生した匂宮と橋姫の浮舟は説話の上から
も心引かれやすいものがある｡薫と匂宮それぞれの浮舟引き取り期限が迫る中､浮舟は入水自殺を疑わせる失際を遂げる｡また､薫は女一の宮のあまりの美しきに心奪われ､女二の宮を得ながらも女一の宮と自らが離れてしまった嘆きに沈む｡薫の聖性は射ってしまう｡
第六章では浮舟の蘇生と薫の関係をみた｡『竹取物語』
の引用が著しいが､浮舟は蘇生したにはしたが黄泉の国への転生を遂げたのである｡浮舟の着たアマゴロモは､｢天の羽衣｣　のような文脈で示され '実は死者 仲間入りを果たした証しなのだ｡黄泉の国に擬せ 小野 僧庵の住人として余生を送る方向性が示されている｡
やがて浮舟の生存が薫に知られることとなる｡薫は自分
のことを聖にも劣らぬと豪語するように､聖俗両方に通暁する人物である｡一般的には'尼に ったと聞けば諦めるか､諦めきれずに押しかけて聞き苦しいことをしでかしてしまうものかもしれない｡しか 薫 ちがう｡空漠 した宇治に わり､あるいはこの先浮舟をもう一度据え直 見計らって都へ移すために､薫は小野 僧庵に迫る 薫は'しかるべき理由により､しかるべき手順を踏んで浮舟を還俗させるつもりである｡
小君を使者に遣わすがはかばかしくない｡浮舟の返事は
要するに｢否｣　であった｡浮舟を喪失 たこと､ま 疎外感を深め ことにな ｡
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本論文は　『源氏物語』　いわゆる第三部を続編という立場
をとり'宇治十帖と称される巻々を研究の対象としている｡続編とは光源氏が主人公として活躍する正編に対し の構造意識である｡その続編の主人公は､二代目 源氏世評の高い'薫に転ずる｡それ故'第三部とは正編を光源氏の栄耀を語る藤鼻薬までの巻々の 7部と､斜陽に向かう第二部に分けて考えた場合 あり'それらの巻々の後に秩-薫物語と見なしての読み方となるからである｡宇治十帖とは続編が京の都の東南に位置す ､宇治の空間を物語の主要な舞台として進行するからそう呼ばれている｡厳密に期せば続編､第三部とは､匂宮三帖と から成-立ているもの 理解して､新たな薫君･匂宮という二 の主人公の中で殊に前者 に視点を置い 物語論を究明している｡
宇治十帖の主人公･薫君の物語とはどのようなものなの
かの内実を究明している｡具体的には構造論の見地から､薫君物語の構造を抽出す ことが本論文の｢読ませどころ｣となっているかフィールド･ワークの成果をも加えて物語の時間空間を捉えている｡薫君や周辺を彩る宇治の大君や浮舟などの人物についても､重要な存在として持論を展開している｡
本論文は六章にわたり'四〇〇字詰原稿用紙四七〇数枚
から成る労作であ
第一章では｢薫の人間像とその形成｣を'主人公薫の人
間像について､その実像の究明を試みている｡特に匂宮三帖を中心に論ずる｡真実の父親ではない光源氏越しの屈折した薫像を確 め ｡薫は第二部 中で誕生する｡その頃の記述のされようと匂宮三帖と は薫像が異なることから､その整合性をはかってい ｡薫君は光源氏 こ 上ない正妻､朱雀帝皇女女三の宮の密通により生を得た｡そ母宮は出家､父親柏木は既 この世に存在しない そ 結果､同じ密通から誕生している冷泉院それ ､都を避けて宇治にこもる八の宮との関わり 深め のである｡
これまでの薫像はどちらかといえば他との兼ね合いで割
-ふられた性格であり'あまり積極的で ない｡自主性ある､主体性を重んじた血肉の通っ が立ち顕われて-るような見解に論者の独自性を有している｡薫君の出生に対するコンプレックスを内包しながら､出家生活を送る
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母女三の宮のために大きな支えとなっている｡若さを発散するような我執にとらわれることのない生き方を注視している｡一般に指摘されている薫君の女性忌避も､冷泉院女一の宮への思慕も認めら 一様では いことを指摘する｡また薫君の容貌を｢きよら｣より｢きよげ｣　の人物とする｡光源氏より柏木型の資質を注視し ｡
第二章｢薫の体香｣　では､薫の身体から放出される芳香
について述べる'今日注目されている身体論を展開している｡貴族の常として香を薫き染めることはあるが､そうするわけでもなく薫は独自の体香とでもいうべきものを具えている｡作者別筆説とも関連させて薫君の主人公性を注視してい ｡伝奇的とも言える主人公の体香につ て､物語上の役割･意味づけを検討している｡体香 基底については仏教におけ 香の役割や'『維摩経』　 経文との連関を指摘している｡殊に橋姫巻において詳細な究明を深る｡宇治の大君に対す 薫君の愛執に関 ､仏教における煩悩との関わりで香の役割について可能な限-作者がそこに盛り込もうとした意味､必然性を読み込むこ を目指してい ｡
薫君の聖性たる体香の本質としては､和歌･仏教･物語
内の視点から究明する道筋は様々に研究されているが'これまで 諸研究において りたて 注目されてくることなかった　『維摩経』　の影響を注視していることで､論者
独自性が認められる｡薫君の体香は第一に光源氏との関わりを推定する｡第二に闇との関連､第三に主人公故の体香を説-｡冷泉院にない香､そして罪 子故のそれでもな-､仏教そして経典　『維摩経』香積品との関わりを推定する｡
第三章｢宇治十帖と橋姫説話｣　では､橋姫説話の影響を
追い求めている｡宇治十帖は　｢宇治｣ いう名が示すように'物語が主に宇治の地で展開することになる｡宇治に宇治川が流れ､両岸を宇治橋が結んでいる｡この橋 女神として名高い　｢宇治の橋姫｣　について注視している｡
薫は宇治へ行-｡そこに老八の宮が世と交わることな-
隠棲している｡この八の宮には大君･中の君の美し 娘がいた｡薫は宇治の姫君に対し｢橋姫｣と呼び､そこに内在する橋姫説話の重さを語っている｡
この二人の姫君､後には浮舟も含めて'橋姫である｡し
かし'橋姫に当てられる登場人物は複数であり､い-つかの説が主張されている｡宇治十帖の構造を支えているもう一つの説話､菟道椎郎子 も関連させたところ､宇治十帖における人物関係があぶ-出すことができると説く古注釈書や歌学者を踏まえ ､宇治橋姫説話 解説する｡男が二人の妻を持つことになる､その型を薫君と宇治 大君･中の君に見立てている｡一方で宇治八の宮を｢菟道椎郎子｣と見立てて､解説している｡大鶴鶴皇子(仁徳天皇)と菟道椎郎子との皇位継承 話に触れている｡東宮の冷泉
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帝を廃太子として宇治八の宮を担ぐ､これが朱雀帝の外戚右大臣家の意向でもあった｡しかし光源氏が須磨流滴から召還されることにより冷泉帝は皇位継承することとな-'八の宮は宇治に引退することになる｡八の宮邸は宇治神社･宇治上神社を合わせた空間にあてはめている｡薫を民俗学における宇治の　｢まれ人｣としてとらえ､大君は　｢山姫｣として結婚拒否の性格を位置づけ いる｡薫君は宇治を支配することにな ことを主張してい ｡
第四章｢薫の俗物性と大君｣　は薫の俗物性とそれに関わ
ることになる大君との関係を見てい ｡第一章 薫という登場人物が形成されていくさまを見たが､他者と 向き合う場合を見る｡宇治八の宮との出逢いから宮 姉娘大君に強く魅了される｡しかし大君 朝顔斎院に続-結婚拒否に遇う｡しかし正妻 しての求愛では い｡八 宮亡き後に恋情を訴えてい ｡零落 た 君とし あ たの女 たちと同様のレベルの処遇から始発 ､永遠の女性に昇華する過程を注視している｡単なる異性を求める ではない､誠意あふれた人柄と定置してい ｡しかし貴種故 女性に｢恥づかし｣と思わせるような塑性を有していると説-0大君の方も八の宮家の存続のため､妹中の君と 結婚を志
向する｡薫君は中の君 匂宮に婚わせることによりそれを実現させようと企てる｡そのことが薫君自身また大君の苦悩を生み､ を死に向かわせてい-｡その構造 読み解
いている｡
第五章｢薫の塑性の顕現とその推移｣　では､宇治十帖の
主人公薫の聖性について究明している｡聖性　(王権､潜在王権など)　は光源氏の物語を読む上で重要な語句である｡薫の物語にもこの概念を導入すると物語がわかりやす-なる｡宿木の巻を中心に薫は宇治を手に入れることで世俗的な栄華へ至る一方'物語上の聖性も獲得することになる｡宿木の巻は 君自身の昇進と今上帝女二の宮の降嫁と う権力確立の速を物語っている｡夕霧の次は人臣として最高の位を極めるのが ということになる｡中 君腹若君の後見としての権勢も注目する｡これはまた都と連動することで､はかられるのである｡
通常'一般的には宇治十帖は女君を単位として理解され
ることが多い｡宇治 姫君たち 論ずる時には良いが､そのままだ 薫の物語は分断されてしまう で､視点を 君に主体を戻すことも必要になるとみ ｡
第六章｢黄泉の浮舟｣　では､浮舟がたどり着いた小野の
地の空間を考察している｡浮舟 小野の空間で仏教に帰依している｡頻繁に用いられ 　F竹取物語』　との関係'また
『住吉物語』　との関係を指摘して､尼衣　(天衣)　を着て､
仏教の世界に昇天して行くと見る｡小野の里を黄泉の空間と見立てる｡稀有 聖僧であ 横川の僧都を介在して､浮舟の還俗の課題に向かって究明してい ｡薫君 物語 最
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後をどのように捉えればよいか､洞察力を駆使して考察を深めている｡
本論文は　F源氏物語』　宇治十帖の主人公薫君について､
人物像とその周辺に内在する登場人物 性格'容貌､思考といった諸問題を精微に究明している｡これらの各帖が出家という究極の精神的課題を内容としている ともあ-､難解な解釈が要求される研究であるが､誠実な論述を意欲的に試考を重ねている｡論者は仏教､思想信仰､歴史社会学､身体諭､地域空間論'民俗学､神話学といった周辺学を取-込みつつ､物語文学の内実を堅実に究殊にその時空を解するために'何度もフィールド･ワークを重ねた研究姿勢も評価できる｡ 者は既に　『国文学解釈と鑑賞』　の　『源氏物語』　若菜上巻編の制作に協力して る｡また　『専修国文』　に ｢薫の聖性｣と うテーマの論 を執筆している｡加えて書道では毎日書道展などに入選している｡本論文の上梓 より'今後の研究の進 も期待できるものとして'成果 評価したい｡
Ⅱ　学位授与要記一'氏名･本籍　吉田雅雄　(神奈川県)二'学位　の種類三､学位記番号四'学位授与の条件五､学位授与年月日六､学位論文題目七'審　査　委　員
主査副査副査
博士　(文学)博文甲第三三号学位規則第四条第一項該当平成十七年三月二十二日『源氏物語』　宇治十帖論専修大学文学部教授専修大学文学部教授専修大学文学部教授
